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事業の内容

条件（対象者、対象行為、補助率等）

事業イメージ

事業目的・概要
 カーボンニュートラルな炭素源を活用したバイオ生産プロセス技術は、原料
として化石資源を利用しないため脱炭素・カーボンリサイクルの観点で注目
されています。また、常温常圧で反応を進めるため、省エネルギーでの物質
生産が可能です。

 「カーボンリサイクル技術ロードマップ」でも、バイオ生産プロセスによる物質生
産は早期に開発を進めるべき項目として位置づけられています。一方、社
会実装を進めるためには、生産の核となる微生物等の更なる機能向上や
スケールアップの難しさの解消が求められます。こうした課題解決に向けては、
日本の得意技である酵素や微生物探索技術の活用も期待されています。

 本事業では、カーボンリサイクルの実現と化学工業プロセスの省エネ化に向
けて、最先端のゲノム編集技術等を駆使して、バイオ由来製品を生産する
微生物等の機能性向上等を図るとともに、生産プロセスのバイオファウンドリ
基盤技術の確立等により低コスト化・高品質化を進め、バイオ由来製品の
普及拡大に向けたエコサイクルを構築します。

成果目標
 令和3年度から令和8年度までの6年間の事業であり、カーボンリサイクル
や省エネ・CO2排出量削減に資するバイオ由来製品生産技術を確立し
ます。（令和12年度の見通しとして、367万 t-CO2／年の二酸化炭素
削減効果を目指します。）

委託・補助（1/2, 2/3）

大学・民間企業等

交付金

国
(研)新エネルギー・
産業技術総合開発
機構(NEDO)

カーボンリサイクル型バイオ産業の創出により、CO2から生物を用いて
高機能品・バイオ燃料等の有価物を生産、利用

オープンな生産バイオファウンドリ整備と未開発バイオ資源の活用

【本事業の事業内容】

事業化

・企業による
評価、マッチング
・スケールアップ
の実現

バイオ製品市場拡大による炭素循環社会・脱炭素社会の実現

バイオ製品例
・バイオプラスチック
・有用タンパク質
・高機能化学品
・バイオ燃料

・食品用機能性物質
・医薬中間体微生物 植物

バイオファウンドリによるスマートなバイオ製品生産

生産プロセスの置換

原料の置換

高機能品による消耗品消費量の削減

・常温常圧での反応による省エネ化
・植物による大気中のCO2固定

・化石燃料からバイオマスへ

・化学合成品より少量で高い効果を発揮する
バイオ製品生産

・生分解性付加による炭素循環

多局面からのCO2削減への貢献

新規酵素群の拡充
新規微生物資源の拡充
新規動植物等の獲得

未利用バイオマス原料等の活用（デジタル化）

微生物等

①バイオ資源活用促進基盤技術開発 ②生産プロセスのバイオ
ファウンドリ基盤技術開発

回収

精製分
離シス
テム

デモ
プラント

長鎖遺伝子
クラスタ合成

ハイスループット
高精度評価

AI,IT技術を
活用した学習

ゲノムレベル
での設計

【合成バイオのバイオファウンドリ】

スマート
セル

Design Build

TestLearn

ゲノム編集技術、
“デジタル”技術等

の活用

【生産プロセスのバイオファウンドリ】

デジタル制御
ユニット化

デジタル技術を駆
使して製品生産に
最適化した微生物
等を作成し、効率
的な物質変換やス
ケールアップを実証評価、

サンプルの提供

③産業用物質
生産システム実証

生産のスケールアップ問題
を解消するための、AI・リア
ルタイムモニタリングシステム
等を活用したデータ駆動型
の生産基盤技術実証

未利用の生物・酵素などを探索する基盤を開発
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